
建物名

大項目 中項目 入力 要改善

1 経営者におけるＦＭの理念

2 経営者のＦＭに対するビジョン・戦略

1 ＦＭ戦略におけるＰＤＣＡの実践

2 プロジェクト管理におけるＰＤＣＡの実践

3 中長期実行計画におけるＰＤＣＡの実践

4 ＦＭ評価におけるＰＤＣＡの実践

1 財務に関する目標管理

2 品質に関する目標管理

3 供給に関する目標管理

1 知的生産性向上への取組

2 知的創造性への取組

1 コーポレート・ガバナンス（ＣＧ）の視点

2 日本版ＳＯＸ法に基づいたＦＭの内部統制システムへの組込

I1-2-2 情報開示への取組 1 情報開示の視点

1 ＣＳＲの視点

2 ＣＳＲに関する担当組織の設置

1 コンプライアンスの視点

2 企業の組織に応じたコンプライアンス担当組織の構築

3 コンプライアンスの意識を社内へ浸透させる努力

1 地球環境保全の取組

2 環境報告の取組

3 ISO14001の認証

1 地域社会貢献への取組

2 まちづくりへの取組

I1-3-5 ユニバーサルデザイン（ＵＤ）への取組 1 ＵＤの取組

1 安全管理の取組

2 防災管理の取組

1 ＢＣＰ・ＢＣＭの視点

2 ＢＣＰ・ＢＣＭの担当組織の構築

1 統括ファシリティマネジャーの有無

2 ＦＭ担当組織の有無

1 統括ファシリティマネジャーの経営への直属度

2 ＦＭ関連情報の経営への報告・提案体制の構築

1 プロジェクト管理体制の構築

2 ワークプレイスづくりのプロジェクト推進体制

3 施設賃貸借のプロジェクト管理体制

4 不動産取得などのプロジェクト管理体制

5 施設建設のプロジェクト管理体制

6 大規模改修のプロジェクト管理体制

1 アウトソーシング体制の構築

2 運営維持業務における戦略的なアウトソーシングの実施

3 診断・資格者の活用に対する取組体制

1 安全管理組織

2 警報の監視および駆けつけ体制

1 日常対応防災組織

2 緊急対応防災組織

1 日常防犯管理体制

2 重要室入退管理体制

1 事故リスクが大きい建築･設備の点検・保守体制

2 過去の事故情報およびヒヤリハットの管理体制

I2-2-5 情報セキュリティ管理の支援体制の構築 1 情報セキュリティ管理の支援体制

1 日常的な点検・保守・整備の体制

2 修繕・小規模改修の実施体制

1 清掃管理の体制

2 廃棄物処理に対する管理体制

3 再資源化の促進のための管理体制

1 定期検査の実施体制

2 衛生管理・空気環境測定の体制

3 現行法規に対する適法性を確認する体制

1 計画的な保全の体制の必要性

2 中長期保全体制

1 設備の運転・監視に対する運用管理体制

2 エネルギー管理に対する運用管理体制

3 施設資産･物品管理に対する運用管理体制

4 サービス施設に対する運用管理体制

5 パーキング場管理に対する運用管理体制

1 スペースの適正性に対する運用管理体制

2 備品・什器･設備の適正性に対する運用管理体制

3 適切な使い方に対する運用管理体制

4 安全・健康への配慮に対する運用管理体制

5 ＩＴ環境の満足度に対する運用管理体制

1 施設権利の管理体制

2 施設使用の管理体制

1 騒音・振動の回避・低減の管理体制

2 悪臭の回避・低減の管理体制

3 日照･通風確保の管理体制

4 風害回避の管理体制

5 電波障害回避の管理体制

1 ＦＭの総合的な人材の確保

2 サービス提供者との協力体制

3 建物管理における法定資格者の確保

1 ＦＭの総合的な人材育成の体制

2 サービス提供者の育成

3

3

3

3

3

3

54

I2-6
人材確保
・育成

I2-5
建物に関する
諸権利の保全

I2-5-1

I2-5-2

I2-4
運用管理

I2-6-1

I2-6-2

ＦＭ人材の確保

ＦＭ人材の育成

施設運用管理体制の構築

ワークプレイスの運用管理体制の構築

I2
体制・組織
人材【ひと】

I2
平均点

3

I2-3
維持保全

I2-1
FM統括管理

I2-2
安全・防災管

理

施設権利の管理体制の構築

環境障害の管理体制の構築

I2-3-4

日常管理体制の構築

清掃・廃棄物管理体制の構築

中長期保全体制の構築

I2-2-4

I2-3-1

I2-3-2

I2-3-3

安全管理体制の構築

防災体制の構築

セキュリティ（防犯）体制の構築

事故防止体制の構築

I2-2-1

I2-2-2

I2-2-3

定期検査実施体制と適法性の管理体
制の構築

プロジェクト管理の体制の構築

アウトソーシング体制の構築

I2-1-1 ＦＭ統括体制の構築

I2-1-2

I2-1-3

I2-1-4

1 2

　平成○○年○○月○○日

3

I1-1-4

目標管理への取組

知的生産性への取組

3

ＦＭ業務活動の方向付

3

3

3

I1
平均点

I1-2-1

評価内容

I1-1-1 ＦＭの経営理念とビジョン・戦略

I1-1-2 ＦＭ業務サイクル（ＰＤＣＡ）への取組

小項目

I1-1-3

I1
リーダー
シップ

【リーダー】

I1-1
経営理念に基
づいたＦＭの
リーダーシップ

I1-3
社会的責任
（ＣＳＲ）への

貢献

3
I1-2ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞ
ﾊﾞﾅﾝｽ（CG）へ

の取組

I1-4
リスクマネジメ
ントの取組

ＦＭ体制の経営者との連携

ＣＳＲへの取組

I1-3-2 コンプライアンスへの取組

事業継続性(ＢＣＰ・ＢＣＭ）の取組

地球環境保全への取組

I1-3-4 地域社会貢献への取組

I1-4-1 危機管理の取組

I1-3-1

I2-4-1

I2-4-2

I1-3-3

I1-4-2

ＪＦＭＥＳ１１　評価結果のアウトプットシート０１ ＩＰ中項目評価シート

　○○○○ビル 　○○○部○○○課

評価者

　○○　○○

組織名 実施年月日



1 ファシリティ供給の目標設定

2 ファシリティ供給の目標管理

1 施設利用度の把握

2 施設利用度向上の取組

1 施設面積等供給の過不足の把握

2 供給対応計画

1 ＣＳの把握

2 ＣＳ向上の施策

1 ＥＳの把握

2 ＥＳ向上の施策

1 ＬＣＭの取組

2 計画的な保全の取組

1 ファシリティの目標耐用年数の設定

2 目標耐用年数に対する調査・診断

1 ファシリティの長寿命化への取組

2 長寿命化の社会的な取組

1 ＦＭ関連の必要な情報の把握

2 ＦＭ関連情報の収集と整理

3 建物管理情報の継続性

1 ファシリティデータの管理状況

2 ファシリティ図書の管理状況

3 経営データの管理状況

4 外部情報データの管理状況

1 官公署届出書類の保管状況

2 新築時図書・現状図の保管状況

3 保全関係図書の保管状況

1 ＦＭ関連情報の利用方法

2 ＦＭ関連情報の運用体制

I4-3-2 ベンチマーキングの取組 1 ベンチマーキングの整備

I4-3-3 コンピュータシステムの活用 1 支援コンピュータシステムの活用

1 情報に関するセキュリティポリシーの取組

2 情報設備の設置環境の信頼性

1 ファシリティ標準の整備状況

2 面積標準の整備状況

3 運営維持標準の整備状況

4 財務標準の整備状況

1 承認規程の整備状況

2 契約規程の整備状況

3 財務規程の整備状況

1 ＦＭ標準・規程のファシリティ関連法への適法性の把握

1 ＦＭ財務の把握･推進のための体制および組織

2 ＦＭ財務の把握･推進のためのＩＴシステム

3 ＦＭ財務の把握･推進のための組織内の連携体制

4 ＦＭ財務におけるＩＦＲＳへの対応

1 プロジェクト管理項目ごとの適正な設定

2 プロジェクト管理項目ごとのサービス提供者の選定

3 プロジェクト管理項目ごとの算定・評価

4 プロジェクト管理項目ごとの投資の確保

1 内部資産価値の重要度の認識

2 施設利用の重要度の認識

3 外部資産価値（資産の時価評価）の把握

4 施設資産の適正な確保と運用

5 施設資産に対する損害保険の付保

1 FCの把握のための会計・管理システム

2 FCの把握および配賦の体制・組織

3 ＦＭ業務の自営方式と外部委託方式における役割分担

4 年度および中長期のFC計画

1 LCCの把握

1 施設の保有か、賃借かの評価

2 施設投資に対するキャッシュフロー評価

3 施設投資に対するＬＣＣ評価

4 ファシリティに関する情報化のための投資評価

5 ファシリティの危機管理を含めたセキュリティのための投資評価

1 土地･施設の書類

2 ファシリティに関するＩＴ資産の効率的活用

3 施設の外部資産の効率的活用

4 施設の戦略的ポートフォリオ評価

5 施設の利用度評価

6 ファシリティの危機管理を含めたセキュリティの資産評価

1 売上対FCの把握によるコスト効率化

2 販管費対FCの把握によるコスト効率化

3 建物別･用途別FCの把握によるコスト効率化

4 資本コストおよび資本コスト率の把握によるコスト効率化

5 ファシリティの減価償却費の把握によるコスト効率化

I5-4-1 デューデリジェンスの取組 1 デューデリジェンスの取組

1 施設資産の処分価値の把握

2 施設資産の処分難易度の把握

I5-3
ＦＭ財務
の構築

IP平均点

I5
財務

【かね】

I5-4
ﾃﾞｭｰﾃﾞﾘ
ｼﾞｪﾝｽ

I4
平均点

3

I5-3-3

I5
平均点

3

3
I5-4-2 施設資産の処分性

ファシリティコスト（FC）の確保と適正な
運用

施設投資の効率的活用

施設資産の効率的活用

ファシリティコスト（FC）の効率的活用

I5-3-1

I5-3-2

I5-1
ＦＭ財務
の推進

I5-1-1
ＦＭ財務（施設投資・施設資産・FC･
LCC）の把握･推進

I5-2
ＦＭ財務
の制度

I5-2-1

ライフサイクルコスト（LCC）の把握I5-2-4

I5-2-2

I5-2-3

ＦＭ標準・規程の適法性の把握

施設投資･資金の確保

施設資産の確保と適正な運用

ＦＭ情報の利活用状況

情報セキュリティの取組

ＦＭ標準の整備状況

ＦＭ規程の整備状況

I4-4-3

I4-2-1

I4-2-2

ＦＭ情報の管理状況

重要資料の保管状況

3

ＦＭ情報の収集・整理状況

I3-1-2

I3-1-3

I3
供給
【もの】

I4-1
ＦＭ情報の収

集・整理

I4
情報

【情報】

I3-2
利用者満足度

I3-1
供給の取組

I4-4
ＦＭ標準･規程

の整備

I4-2
ＦＭ情報の維

持保全

I4-3
ＦＭ情報の利

活用

I4-1-1

I4-3-1

I4-3-4

I4-4-1

I4-4-2

ＬＣＭへの取組

I3-2-1

I3-2-2

顧客満足度（ＣＳ）への取組

従業員満足度（ＥＳ）への取組

目標耐用年数の設定

長寿命化への取組

I3
平均点

3

I3-3
ライフサイクル
マネジメント
（ＬＣＭ）の取

組

I3-3-1

I3-3-2

I3-3-3

I3-1-1 供給の目標管理の取組

施設利用度への取組

供給対応性への取組

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3



建物名

大項目 中項目 入力 要改善

1 地震災害の回避性

2 土砂災害の回避性

3 浸水災害の回避性

1 敷地の地盤安定性の確認

2 緊急時の避難および敷地へのアクセス性

3 敷地周辺の危険物との距離

1 基礎の構造的安全性の確認

2 常時床荷重に対する安全性の確認

1 構造体の耐震安全性

2 建物付属設備の耐震対策の妥当性

3 家具の耐震対策の妥当性

4 外構の耐震対策の妥当性

1 構造体の耐風安全性

2 建物付属設備・外構の耐風安全性

1 構造体の耐積雪安全性

2 アプローチの雪害対策の妥当性

3 吹雪対策の妥当性

4 屋根雪対策の妥当性

5 凍結対策の妥当性

1 対浸水の安全性

2 浸水対策の妥当性

3 防水対策の妥当性

4 結露対策の妥当性

1 対落雷の安全性

2 対落雷の接地安全性

1 建物の耐火性

2 外部火災の延焼防止性

3 内部火災の拡大防止性

1 避難経路の安全性

2 避難の安全性

1 消火活動の経路の確保

2 消火活動に必要な設備の確保

1 災害時の機能維持性

2 災害時の機能回復性

1 電気設備の機能維持性

2 給排水衛生設備の機能維持性

3 空調・換気設備の機能維持性

4 通信･情報設備の機能維持性

5 機械・配管支持方法の機能維持性

1 空気質安全性

2 換気設備の妥当性

3 自然換気性能

4 取り入れ外気性能

5 喫煙の制御

1 給水・給湯の水質安全性

2 排水処理の安全性

1 転倒・転落防止性

2 落下物防止性

3 危険物による危険防止性

4 稼動装置による危険防止性

5 建築設備による危険防止性

1 セキュリティ計画の妥当性

2 防犯・通報システムの妥当性

1 敷地形状の妥当性

2 接道条件の妥当性

3 基盤設備の利便性

4 関連施設の利便性

1 大量交通機関からの利便性

2 自動車交通の利便性

3 歩行者交通の利便性

1 執務空間の快適性

2 執務空間の機能性

3 エルゴノミクスの活用

1 業務支援施設の充足性

2 生活支援施設の充足性

1 仕上の快適性

2 色彩の快適性

1 照度の快適性

2 グレア対策

3 昼光利用の妥当性

4 照明の制御

1 室温制御の快適性

2 湿度制御の快適性

3 空気調和システムの快適性

1 騒音レベルの快適性

2 開口部の遮音レベルの快適性

3 界壁の遮音レベルの快適性

4 室の残響レベルの快適性

1 コミュニケーション（コラボレーション）への取組

2 意識集中可能性・創造性への取組

3 レイアウト・動線・知的創造行動への取組

4 プレゼンテーションへの取組

1 生産性に貢献するITインフラ（配線、通信）の取組

2 生産性に貢献するワークプレイス環境への取組

1 面積の効率性

2 配置の効率性

1 移動機能の利便性

2 昇降機・搬送設備の機能性

1 電気設備の機能性

2 給排水ガス衛生設備の機能性

3 空調・換気設備の機能性

1 設備運転の妥当性

2 設備運転管理の妥当性

内装・什器・備品の快適性

生産性に貢献するインフラ設備

空間の効率性

動線の効率性

温熱環境快適性

光・視環境快適性

音環境快適性

F2-6-2

F1-5-1

F1-5-4

F2-1-1

F2-1-2

建築設備の機能性

F2-2-1

F2-2-2

F2-2-3

F2-4-1

F2-6-1

F2-3-3

F2-5-1

F2-5-2

F1-5-3

F2-3-1

F2-4-2

F1
平均点

F1-4
災害時安全性 3

3

3

評価内容小項目

構造体の安全性

耐震安全性

F1-2-1

敷地の自然災害の回避性

敷地の安全対応性

F1-2-2

F1-2-5

組織名

5

F1-1-1

F1-1-2

F1-2-6

F1-2-3

F1-5
生活環境
安全性

3

3

　○○　○○

3

1

　○○○部○○○課

F1-1
敷地の安全性

2 4

　○○○○ビル

F1
信頼性・
安全性

F1-3
火災安全性

3
F1-2

建物の安全性

F1-5-2

F1-3-2

F1-3-3

実施年月日

　平成○○年○○月○○日

評価者

耐風安全性

F2-4
生産性

F2-3
室内環境
快適性

F2-3-2

3

3

3

F2-2
建物快適性

・機能性

F2-6
設備機能性

F2-5
運用効率性

F2
快適性
・生産性

F2-1
立地快適性

・機能性
3

3

3

対水安全性

対落雷安全性

F1-4-2

耐火性

避難安全性

消火安全性

F1-4-1 災害時の機能維持性・回復性

F1-3-1

建築設備の機能維持性

設備運転の妥当性

交通の利便性

水質安全性

傷害･損傷防止性

空気質安全性

防犯性(セキュリティ)

立地の利便性

生産性に貢献するワークプレイス

空間の快適性・機能性

業務・生活支援施設の快適性

F1-2-4 耐雪・耐寒安全性

ＪＦＭＥＳ１１　評価結果のアウトプットシート０２ ＦＰ中項目評価シート



1 電源の対応性

2 情報機器の対応性

1 法定耐用年数に対する経過年数

2 外装材の耐久性

3 内装材の耐久性

1 建築設備の配管・配線材の耐久性

2 主要設備機器の耐久性

1 建物の点検・保守・修繕の容易性および安全確保

2 建物の清掃の作業性および安全確保

3 電気設備の点検、保守、修繕、清掃の容易性および安全確保

4 機械設備の点検、保守、修繕、清掃の容易性および安全確保

1 建物の運用管理の容易性および安全確保

2 ワークプレイスの運用管理の容易性および安全確保

1 空間の自由度

2 階高の余裕度

3 床荷重の余裕度

1 空調配管の更新性

2 給排水配管の更新性

3 電気配線の更新性

4 通信配線の更新性

5 主要設備機器の更新性

6 バックアップスペースの確保

1 ワークプレイス内のフレキシビリティ

2 ワークプレイス内の用途変更への対応性

3 増築可能性、あるいは予備スペースの確保

1 空調エネルギー効率向上によるCO2排出量削減

2 換気エネルギー効率向上によるCO2排出量削減

3 照明エネルギー効率向上によるCO2排出量削減

4 給湯エネルギー効率向上によるCO2排出量削減

5 ＥＶエネルギー効率向上によるCO2排出量削

6 エネルギー負荷削減「PAL値」によるCO2排出量の削減

1 消火剤からハロンの排除

2 断熱材からフロンの排除

3 冷媒からフロンの排除

F4-2-1 地域自然環境の保全と創出 1 地域自然環境の保全と創出の取組

1 敷地内温熱環境の向上

2 敷地外温熱環境悪化の改善

1 有害物質の不使用

2 空気汚染物質の使用削減

3 塗料その他材料の重金属の使用削減

4 ＰＲＴＲ法対象物質の削減

5 有害微生物の排除

6 有害波動の削減

1 日照・通風障害の防止

2 風害の防止

3 電波障害の防止

4 騒音･振動および悪臭の防止

5 排気・排熱・排水の障害の防止

6 外構の維持保全

1 グリーン購入法特定調達品目の採用

2 既存建築躯体等の再利用

1 水資源の節水の取組

2 雨水利用の取組

3 雑排水再利用の取組

1 自然エネルギー活用(直接利用)

2 自然エネルギー活用(間接利用)

3 未利用エネルギー活用

4 エネルギーの効率的運用

1 設計・部材製造・建設段階における発生抑制

2 維持保全・解体段階における発生抑制

1 廃棄物処理の適正性

2 廃棄物保管施設の適正性

1 建設副産物の再資源化

2 躯体材料における再生建築資材の採用

3 非構造部材における再生建築資材の採用

F5-1-1 コーポレートブランディングの取組 1 コーポレートブランディングの取組

F5-1-2  ｺｰﾎﾞﾚｰﾄｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ（CI）の取組 1 コーポレートアイデンティティ（CI）の取組

1 土地の資産価値

2 建物の資産価値

1 美観・象徴性への取組

2 芸術・文化性への取組

F5-3-1 地域性･アメニティ調和性への取組 1 歴史・文化・風土への配慮

F5-3-2 まちづくりへの取組 1 まちづくりへの取組

1 周辺環境との調和

2 まちなみ・景観への配慮

1 敷地および建物におけるＵＤの取組

2 ワークプレイスにおけるＵＤの取組

3 運営・維持におけるＵＤの取組

F5-4-2 福祉環境の対応性 1 バリアフリー新法への対応性

F3-2-1 建物の維持保全の容易性

F2-7-1

建物設備の耐久性F3-1-2

3

3

3

3

F3-1-1

F4-2-2

F5-4-1

3

3

3

3

F2-7
情報施設
機能性

3

3

F3
平均点

F4-3
建物に起因す
る汚染回避性

F4-2
自然環境の
保全と創出

F4-5
廃棄物の適正
処理・処分と

再資源化

3

F2
平均点

F3
耐用性
・保全性

F4-1
地球環境
保全性

3

F3-3
変化に対する

追随製
（ﾌﾚｷｼﾋﾞﾘﾃｨ）

3

F4
環境保全性
・資源循環

性

F4
平均点

3

F3-2
運営維持性

（ﾒﾝﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ）

F3-1
耐用性

（耐久性）

建設副産物発生抑制の取組

F4-4
省資源・

省エネルギー

3

3

F4-4-1

F5-1
企業イメージ

認知性

F5-2
資産価値性

F5-3-3 近隣景観への親和性への取組

F5-3
地域調和性

F5-2-1

F5-2-2

ファシリティの資産価値評価の取組

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の取組

I5
平均点

3

3

FP平均点

F5
品格性
・社会性

F5-4
ユニバーサル
デザイン（UD）

建築による公害の防止性

設備の更新性

建物の可変性・増築性

建物の周辺環境の向上

建材から有害物質の排除

建築の余裕度

情報化への対応性

建物の耐久性

F3-2-2 建物の運用管理の容易性

F4-4-2

F4-5-1

地球温暖化ガスの削減

オゾン層破壊物質の削減

F4-4-3

省資源・エコマテリアルの取組

水資源保護の取組

省エネルギーの取組

F4-5-2

F3-3-1

F3-3-2

F3-3-3

F4-1-1

F4-1-2

F4-3-1

F4-3-2

文化性・芸術性・象徴性の取組

建設副産物適正処理・処分･保管の取組

建設副産物再資源化の取組F4-5-3



トータルポイント集計シート

ＦＭ基盤ポイント大項目集計シート

ファシリティポイント大項目集計シート ＦＰ平均点

トータル平均点

FP

FM
フ

ァ
シ

リ
テ

ィ
評

価

ＦＭ基盤評価

3.00

3.00

3.00

ⅠP ＦＰ平均点

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

1.00 2.00 3.00 4.00 5.00

3.00 3.00 3.00 3.00 3.00

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

I1

リーダーシップ

I2

体制・組織

・人材

I3

供給

I4

情報

I5

財務

≪戻る

3.00 3.00 3.00 3.00 3.00

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

F1

信頼性

・安全性

F2

快適性

・生産性

F3

耐用性

・保全性

F4

環境保全性

・資源循環性

F5

品格性

・社会性

ＡＢ

ＣＤ

ＭＮ

ＯＰ

ＪＦＭＥＳ11 トータルポイント集計シート

Ｎ

ＥＦ

ＧＨ

ＩＪ

ＫＬ

Ａ ＦＭ基盤・ファシリティの品質がともに標準より

優れている 

Ｂ ファシリティの品質は標準より優れており、Ｆ

Ｍ基盤は標準よりやや優れている 

Ｃ ＦＭ基盤は標準より優れており、ファシリティ

の品質は標準よりやや優れている 

Ｄ ＦＭ基盤、ファシリティの品質ともに標準より

やや優れている 

Ｅ ファシリティの品質は標準より優れているが、

ＦＭ基盤は標準よりやや劣っている 

Ｆ ファシリティの品質は標準より優れているが、

ＦＭ基盤は標準より劣っている 

Ｇ ファシリティの品質は標準よりやや優れている

が、ＦＭ基盤は標準よりやや劣っている 

Ｈ ファシリティの品質は標準よりやや優れている

が、ＦＭ基盤は標準より劣っている 

Ｉ ＦＭ基盤は標準より優れているが、ファシリテ

ィの品質は標準よりやや劣っている 

Ｊ ＦＭ基盤は標準よりやや優れているが、ファ

シリティの品質は標準よりやや劣っている 

Ｋ ＦＭ基盤は標準より優れているが、ファシリテ

ィの品質は標準より劣っている 

Ｌ ＦＭ基盤は標準よりやや優れているが、ファ

シリティの品質は標準より劣っている 

Ｍ ＦＭ基盤、ファシリティの品質ともに標準より

やや劣っている 

Ｎ ファシリティの品質は標準よりややり劣ってい

るが、ＦＭ基盤は標準より劣っている 

Ｏ ＦＭ基盤は標準よりやや劣っており、ファシリ

ティの品質は標準より劣っている 

Ｐ ＦＭ基盤・ファシリティの品質がともに標準より

劣っている 

 



ＦＭ基盤ポイント大項目レーダーチャート

ファシリティポイント大項目集計シート

ⅠP

FP

≪戻る大項目レーダーチャート

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

I1

リーダーシップ

I2

体制・組織

・人材

I3

供給

I4

情報

I5

財務

評価点

基準点

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

F1

信頼性

・安全性

F2

快適性

・生産性

F3

耐用性

・保全性

F4

環境保全性

・資源循環性

F5

品格性

・社会性

評価点

基準点
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